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Ⅰ 2023年３月期第３四半期 決算実績等
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東海道新幹線のご利用状況と運輸収入

■ 東海道新幹線のご利用状況（東京口、2018年度比）

⃝ 第３四半期も徐々にご利用が回復 引き続き土休日のご利用が回復を牽引

⃝ この結果、当期までの累計の運輸収入は、想定（2018年度比70％）を368億円上回った

⃝ 足元のご利用については、新型コロナウイルス感染症の感染拡大や、全国旅行支援の中断
期間が含まれていることに加え、平成30年度と比べると年始の日並びが悪かったこと等も
あり、１月の輸送量は12月より低いものの、これまでの回復傾向は続いている
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運輸収入
（幹・在） 81％

※2018年度比

2Ｑ

67％

1Ｑ

67％

63%

74%

64%

74%

77%

86%

※括弧内上段は平日、下段は土休日の数値

お盆期間の
ご利用(1日平均)

69％

GW期間の
ご利用(1日平均)

80％
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年末年始期間のご利用状況 5

⃝年末年始期間（12/28～1/5）のご利用は、コロナ前の水準には及ばない
ものの、前年の年末年始を上回る高い水準

⃝東海道新幹線においては、十分な輸送力を確保するため、「のぞみ12本ダ
イヤ」を７日間・84時間帯で実施

2021年度比 2018年度比

新幹線 111％ 90％

在来線
特急列車

112％ 82％

＜年末年始期間における１日平均の輸送量比較＞
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（億円）

2021年度
3Q累計 A

2022年度
3Q累計 B

増減
（B-A）

主な増減要因
（B-A）

営業収益 6,863 10,191 3,327

運輸業 5,290 8,296 3,006 (＋) ＪＲ東海（運輸業）

流通業 748 1,010 262
(＋) ＪＲ東海髙島屋、東海キヨスク、

ＪＲ東海パッセンジャーズ

不動産業 541 571 30
(＋) ＪＲセントラルビル、東京ステーション開発、

ＪＲ東海関西開発

その他 1,540 1,638 97 (＋) ＪＲ東海ツアーズ、JR東海ホテルズ

営業費 6,492 7,127 635

営業損益 371 3,063 2,691

運輸業 322 2,843 2,521 (＋) ＪＲ東海（運輸業）

流通業 △39 54 93
(＋) ＪＲ東海髙島屋、東海キヨスク

ＪＲ東海パッセンジャーズ

不動産業 133 151 18 (＋) 東京ステーション開発、ＪＲ東海関西開発

その他 △29 24 53 (＋) ＪＲ東海ツアーズ、JR東海ホテルズ

経常損益 △147 2,544 2,691

親会社株主に帰属
する四半期純損益

△123 1,806 1,929

※セグメント別の内訳はセグメント間取引の相殺消去を行う前の数値です。内訳の合計値は営業収益・営業損益と一致しません。

損益計算書（連結）



2021年度
3Q累計 A

2022年度
3Q累計 B

増減
(B-A)

主な増減要因

営業収益
（運輸収入）

5,357 
(4,839)

8,368
(7,826)

3,011
(2,986)

新幹線+2,867、在来線+119

営業費 4,976 5,460 484

人件費 1,201 1,276 75 賞与月数の増 等

物件費 2,119 2,395 275

動力費 286 446 160 単価の増等

修繕費 723 686 △36 大規模改修工事の減等

業務費 1,109 1,261 151 発売手数料の増等

租税公課 263 289 25

減価償却費 1,391 1,498 107 新型車両の投入等

営業損益 381 2,908 2,527

経常損益 △170 2,378 2,548

四半期純損益 △232 1,677 1,909

（億円）

損益計算書（単体） 7



Ⅱ 収益拡大に向けた取組みとおしらせ
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■貸切車両パッケージの販売開始

収益の拡大に向けた取組み①

モニタとマイクでプレゼン制服貸出オリジナルヘッドカバーと
レッドカーペットを設置した車内

＜ご利用実績＞
・社員旅行や研修旅行、展示会の招待客に対する事前プレゼンの場としての活用等、
１月３０日現在、６件のご利用実績。

■「桃太郎電鉄」とのコラボ企画もスタート

・人気ゲーム「桃太郎電鉄」とコラボし、位置情報ゲームを
当社として初めて制作し、サービスを開始。

・当社の路線を使って気軽にお楽しみいただける企画。
・今後も、様々な業界の皆様にご協力いただきながら、魅力ある企画を提供していく。

・企業の報奨旅行や社員研修等の際に、東海道新幹線を号車単位で貸切り、車内で
オリジナルイベント等を実施できる「貸切車両パッケージ」の販売を開始。

・液晶モニター等の機器類やオリジナルヘッドカバーの装飾等の各種オプションメ
ニューも用いて、東海道新幹線での目的地への移動時間を有効にご活用いただく
ことで、需要創出を追求。
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・コロナ禍における豊橋、高蔵寺
の駅商業施設のリニューアルに
続き、生活密着型を意識して
生鮮三品（精肉、青果、鮮魚）
や日用品などを充実させ、日常
利用に便利な店舗を展開。

・従来の鉄道利用者だけでなく、
駅周辺や沿線の近隣居住者に
向けたアプローチを強化して
いく。

・バーチャルマーケットの主催者
であるHIKKY（ヒッキー）と連
携し、当社のリアル資産とバー
チャルワールドを組み合わせ、
新たな体験価値やサービスの
提供を実現。

・今回の経験を踏まえ、当分野に
おける将来のマネタイズ機会に
ついて引き続き検討していく。

収益の拡大に向けた取組み②

京都における
ホテル開発

バーチャル名古屋駅
の出展

アスティ一宮の
リニューアル

・京都において、国内外の
お客様にご利用いただけ
る魅力あるホテルを2026
年度に開業予定。

・今後、当社グループは
駅立地に限らず、沿線の
不動産開発にも積極的に
取り組んでいく。
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2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 計

2020～
2023 12 13 13 2 40

2023～
2026 ２ ７ ７ ３ 19

計 12 13 13 4 7 7 3 59

■N700Sの追加投入

その他のトピックス

・2023年度から2026年度にかけて、19編成のN700Sを追加投入
・2023年度から導入する新型車両は、車椅子でご利用されるお客様の利便性
向上および新幹線車両のアルミ部材のリサイクルによる環境負荷低減を実現

＜今後の導入計画＞

・全幹法第17条の規定により積み立てた新幹線鉄道大規模改修引当金について
2013年度より取崩し（350億円/年）してきたが、今年度で取崩しが終了
→来年度以降、費用増の影響（キャッシュ・フローに影響なし）

・なお、大規模改修工事（変状発生抑止対策）については引き続き実施する

■新幹線鉄道大規模改修引当金の取崩し終了
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Ⅲ 中央新幹線計画の状況
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13中央新幹線計画の状況①

【本体工事契約箇所 （2022.12.31現在）】

山梨県内 臼井河原高架橋
橋脚工

東雪谷非常口
躯体構築工

長野県駅（仮称）
安全祈願・起工式

神奈川県内 藤野トンネル
本坑掘削工

※本体工事契約区間等は概ねの位置を示したものです。
※この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の100万分の1日本を複製したものです。（承認番号 平25情複、第310号）

大深度区間

大深度区間
山梨リニア実験線

岐阜県

愛知県

長野県 山梨県
東京都

静岡県

神奈川県

計画路線
山梨リニア実験線

契約済区間

駅駅（契約済）

非常口・変電所（契約済）

車両基地（契約済）



14中央新幹線計画の状況②

【南アルプストンネル（静岡工区）】

【シールドトンネル工事（第一首都圏トンネル（北品川工区））】

≪大井川の水資源に関する取組み≫

〇 国土交通省主催の「リニア中央新幹線静岡工区 有識者会議」が一昨年12月に取りまとめた
「大井川水資源問題に関する中間報告」を踏まえ、工事の一定期間、例外的に県外へ流出
するトンネル湧水量と同量を大井川に戻す方策の検討を進め、昨年４月以降、静岡県等に
説明しています。

〇 あわせて、大井川の水資源に関する今後の取組みや地域への説明に活かすため、昨年７月
以降、意見・質問をお寄せいただく取組みを行っており、個別に回答するとともに、昨年

10月に主な意見・質問と回答を公表しました。

≪南アルプスの生態系等の環境保全≫

〇 昨年６月から、国土交通省主催の有識者会議において議論が進められています。

〇 安全かつ確実に掘進すべく、故障した設備の修繕等を進めて
います。調査掘進の再開は、2023年の前半を見込んでいます。

〇 また、昨年12月以降、地域にお住いの方々のご理解を深めて
いただくために、オープンハウス型の説明会を開催しており、
シールドトンネル工事の概要や工事の状況等に関する説明
パネル、映像資料、模型等を自由にご覧いただき、ご意見・
ご質問等に個別に応対しています。

第一首都圏トンネル（北品川工区）
オープンハウス型説明会の様子



本資料に記載されている将来の計画や見込み数値等は、当社が現在入手可能な情
報に基づく見通しであり、リスクや不確実性を含んでいます。潜在的なリスクや不確
実性の例としては、経済動向や事業環境、消費動向、当社および子会社における他
社との競合状況、法律や規制等の変更等が挙げられます。



営業収益 営業損益 経常損益

2021年度

3Q実績

2022年度

3Q 実績
前期比

2021年度

3Q 実績

2022年度

3Q 実績
前期比

2021年度

3Q 実績

2022年度

3Q 実績
前期比

ＪＲ東海髙島屋 322 375 116.4% △3 27 - △2 28 -

ＪＲｾﾝﾄﾗﾙﾋﾞﾙ 230 241 104.4% 34 27 78.2% 34 26 76.6%

ＪＲ東海ﾎﾃﾙｽﾞ 103 162 157.5% △41 △2 5.7% △35 △0 2.0%

日本車両 656 665 101.4% 38 19 50.7% 39 20 51.9%

（億円）
○実績

（参考）主な子会社の実績（連結修正前）

日本車両 四半期純利益 41 14 35.6%



（参考）輸送量の推移（月次利用状況）



（参考）月次営業概況（商業施設・ホテル）



（参考）大規模改修引当金の枠組み


